
高
松
市
で
先
月
27
日
、
日
本

被
団
協
の
ノ
ー
ベ
ル
平
和
賞
を

受
賞
し
た
戦
後
・
被
爆
80
年
の

節
目
に
、
平
和
運
動
の
若
い
世

代
へ
の
継
承
を
目
的
と
し
て
、

被
爆
体
験
か
ら
平
和
を
考
え
る

つ
ど
い
を
同
実
行
委
員
会
が
県

原
爆
被
害
者
の
会
の
協
賛
で
開

き
、
会
場
が
満
席
と
な
る
２
５

０
人
超
が
参
加
し
ま
し
た
。

医
療
や
保
育
職
場
、
民
青
な

ど
の
民
主
団
体
で
構
成
す
る
実

行
委
員
会
は
、
香
川
大
学
、
四

国
学
院
大
学
な
ど
で
、
学
長
や

教
授
と
の
懇
談
を
し
、
講
義
の

時
間
を
割
い
て
も
ら
い
大
学
生

に
企
画
を
案
内
し
ま
し
た
。
い

ま
ま
で
繋
が
り
の
な
か
っ
た
大

学
生
な
ど
幅
広
く
新
し
い
参
加

が
あ
り
ま
し
た
。

講
演
で
、
香
川
県
木
田
郡
三

木
町
在
住
の
96
歳
の
長
尾
昭
雄

さ
ん
は
、
当
時
の
原
爆
の
強
力

な
熱
線
や
放
射
能
、
爆
風
の
被

害
に
ふ
れ
、
「
広
島
市
内
は
一

瞬
で
廃
墟
。
火
災
で
全
部
燃
え

た
」
と
振
り
返
り
ま
し
た
。
呉

海
軍
工
廠
の
工
員
養
成
所
で
製

図
工
と
し
て
学
び
働
き
、
16
歳

の
時
、
県
立
広
島
工
業
学
校
で

被
爆
。
「
８
時
15
分
、
私
は
校

舎
の
窓
際
で
外
の
空
気
中
に
青

白
い
光
が
い
っ
ぱ
い
に
見
え
大

変
だ
と
思
っ
た
瞬
間
、
『
ピ
カ
ッ
』

と
光
り
『
ド
ン
』
と
い
う
音
と

と
も
に
校
舎
は
爆
風
で
上
か
ら

押
し
つ
ぶ
さ
れ
た
。
70
人
中
、

生
き
残
っ
た
の
は
４
～
５
人
で

残
り
は
即
死
し
た
」
と
、
自
身

は
瀕
死
の
重
傷
を
負
い
、
そ
の

後
の
原
爆
症
と
な
っ
た
体
験
を

語
り
ま
し
た
。

世
界
の
戦
争
状
況
や
、
日
本

政
府
の
イ
ー
ジ
ス
艦
購
入
な
ど

の
軍
備
の
拡
大
を
指
摘
。
「
地

元
の
小
学
生
の
集
団
登
校
を
毎

日
見
て
、
彼
ら
が
大
人
に
な
る

た
め
は
、
平
和
で
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
」
と
、
次
世
代
に
平
和

を
引
き
継
ぎ
た
い
と
い
う
被
爆

体
験
を
語
る
き
っ
か
け
と
な
る

思
い
や
願
い
を
の
べ
、
「
軍
備

拡
大
で
な
く
、
い
ま
こ
そ
平
和

の
運
動
が
必
要
で
、
平
和
な
日

本
を
つ
く
る
た
め
皆
さ
ん
に
語

り
継
い
で
欲
し
い
」
と
訴
え
ま

し
た
。

四
国
学
院
大
学
の
平
和
学
メ

ジ
ャ
ー
の
大
学
生
か
ら
の
発
言
、

県
民
医
連
労
組
の
平
和
行
進
へ

の
参
加
、
９
条
の
碑
建
立
の
財

政
活
動
や
、
医
療
職
場
の
広
島

こ
ど
も
平
和
ツ
ア
ー
な

ど
各
団
体
か
ら
活
動
紹

介
と
交
流
が
あ
り
、
会

の
最
後
に｢

青
い
空
は｣

を
合
唱
し
ま
し
た
。

参
加
者
か
ら
「
平
和

の
た
め
の
地
道
な
活
動

や
た
く
さ
ん
の
努
力
が

あ
る
と
わ
か
っ
た
」

「
生
の
被
爆
体
験
が
聞

け
て
よ
か
っ
た
。
平
和

に
つ
い
て
考
え
を
深
め

次
世
代
や
世
界
に
拡
げ

る
こ
と
が
大
事
」
な
ど

の
感
想
が
寄
せ
ら
れ
ま

し
た
。
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戦
後
・
被
爆
80
年

会
場
満
席
！

被
爆
体
験

か
ら
平
和
を
考
え
る
つ
ど
い

10
年
前
に
退
職
記

念
と
し
て
、
イ
ギ
リ

ス
を
旅
行
し
た
。
古

い
建
物
を
維
持
し
、

街
並
み
も
緑
豊
か
な

田
園
地
帯
も
絵
葉
書

の
よ
う
な
景
色
が
続

い
た
。
自
販
機
も
色

鮮
や
か
な
看
板
も
な

い
。最

初
の
訪
問
地
で

現
地
ガ
イ
ド
さ
ん
が

ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
は
イ
ン
グ
ラ
ン
ド

と
異
な
り
、
社
会
保
障
が
充
実
し
、

弱
者
に
よ
り
そ
う
国
だ
と
誇
ら
し
く

語
っ
た
。
大
学
ま
で
の
学
費
は
奨
学

金
や
補
助
金
制
度
が
充
実
し
て
無
償
、

シ
ン
グ
ル
マ
ザ
ー
な
ど
困
窮
し
て
い

る
人
に
は
、
住
居
を
確
保
し
、
安
心

し
て
生
活
で
き
る
国
だ
と
。
後
で
調

べ
る
と
高
齢
者
は
医
療
費
だ
け
で
な

く
、
薬
も
無
料
だ
と
分
か
っ
た
。

格
差
社
会
の
国
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
で

も
、
ピ
ー
タ
ー
ラ
ビ
ッ
ト
の
ぬ
い
ぐ

る
み
は
通
常
の
税
率
は
20
％
だ
っ
た

が
、
地
元
の
店
で
買
っ
た
ビ
ス
ケ
ッ

ト
や
紅
茶
は
消
費
税
が
か
か
ら
な
い
。

イ
ギ
リ
ス
で
は
、
嗜
好
品
で
な
い
食

料
品
や
上
下
水
道
代
、
運
賃

、
子
ど

も
の
衣
服
や
靴
、
女
性
の
生
理
用
品

や
新
聞
や
本
に
は
課
税
し
て
い
な
い
。

生
活
困
窮
者
へ
の
配
慮
が
感
じ
ら
れ

る
。物

価
高
で
給
料
の
上
が
ら
な
い
国

日
本
。
国
民
の
生
活
を
守
る
た
め
に

も
、
経
済
の
活
性
化
の
た
め
に
も
消

費
税
を
今
す
ぐ
、
せ
め
て
５
％
に
下

げ
て
ほ
し
い
。
（
こ
）

香
川
県
平
和
委
員
会
は

先
月
26
日
、
高
松
市
で
平

和
委
員
会
四
国
ブ
ロ
ッ
ク

の
学
習
交
流
会
を
開
き
ま

し
た
。

日
本
平
和
委
員
会
の
西

村
美
幸
事
務
局
次
長
は

「
戦
後
80
年
を
迎
え
、
戦

争
や
準
備
を
さ
せ
な
い
た

め
の
『
わ

が
町
を
戦

争
の
拠
点

に
し
な
い

・
平
和
の

拠
点
に
し

よ
う
』
の

運
動
を
進

め
る
た
め

武
器
輸
出

の
拡
大
の

中
止
、
自

衛
隊
へ
の

自
治
体
の

対
象
者
名

簿
の
提
供

を
止
め
る

２
つ
の
署

名
運
動
と
、

地
域
ご
と
の
弾
薬
庫
や
民

間
施
設
の
軍
事
利
用
な
ど

の
反
対
運
動
の
報
告
や
交

流
が
目
的
だ
」
と
あ
い
さ

つ
し
ま
し
た
。

埼
玉
県
平
和
委
員
会
の

二
橋
元
長
代
表
理
事
が
オ

ン
ラ
イ
ン
で
講
師
を
務
め
、

自
衛
官
募
集
業
務
に
関
す

る
自
治
体
ア
ン
ケ
ー
ト
と

訪
問
の
「
ピ
ー
ス
キ
ャ
ラ

バ
ン
」
の
取
り
組
み
や
自

衛
隊
の
広
報
活
動
な
ど
の

実
態
を
報
告
。
市
民
が
自

治
体
と
国
と
の
対
等
平
等

の
関
係
を
求
め
、
自
治
体

を
平
和
の
側
に
立
た
せ
、

再
び
赤
紙
を
配
ら
せ
な
い

こ
と
や
、
市
民
が
自
衛
隊

を
チ
ェ
ッ
ク
（
確
認
）
し
、

ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
（
見
る
）

活
動
を
日
常
化
し
、
情
報

共
有
す
る
意
義
を
強
調
し

ま
し
た
。

香
川
か
ら
は
、
県
平
和

委
員
会
代
表
理
事
の
日
本

共
産
党
樫
昭
二
県
議
が
ブ

ル
ー
イ
ン
パ
ル
ス
へ
の
抗

議
運
動
、
高
松
港
の
「
特

定
利
用
港
湾
」
指
定
へ
の

反
対
運
動
を
報
告
す
る
な

ど
、
四
国
４
県
の
取
り
組

み
が
各
代
表
者
か
ら
出
さ

れ
ま
し
た
。
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壺
井
栄
は
小
豆
島
の
坂
手
村
に
生

ま
れ
た
。
母
は
十
人
の
子
と
孤
児
二

人
を
引
き
取
り
、
十
二
人
の
子
を
育

て
た
。
こ
の
子
供
た
ち
が
「
二
十
四

の
瞳
」
の
原
型
に
な
っ
た
。

岩
井
栄
が
詩
人
の
壺
井
繁
治
と
結

し

げ

じ

婚
し
た
の
は
、
一
九
二
五
年
で
あ
る
。

二
人
は
同
郷
で
、
手
紙
の
や
り
取
り

も
し
て
い
た
。
「
一
度
遊
び
に
来
ま

せ
ん
か
」
と
繁
治
が
手
紙
を
出
し
た

と
こ
ろ
、
栄
は
勤
め
て
い
た
坂
手
村

役
場
を
退
職
し
て
上
京
し
た
。

結
婚
し
て
か
ら
は
食
う
や
食
わ
ず

の
生
活
が
続
い
た
が
、
中
野
重
治
、

佐
多
稲
子
、
宮
本
百
合
子
ら
の
作
家

と
知
り
合
い
、
小
説
執
筆
の
指
導
を

受
け
る
よ
う
に
な
る
。
一
九
二
八
年

繁
治
が
治
安
維
持
法
違
反
で
逮
捕
さ

れ
る
。
こ
れ
以
後
、
し
ば
し
ば
家
宅

捜
査
を
受
け
、
繁
治
は
計
六
回
逮
捕

さ
れ
た
。

一
九
三
三
年
二
月
、
小
林
多
喜
二

が
特
高
警
察
に
虐
殺
さ
れ
た
と
き
、

小
林
宅
に
駆
け
つ
け
、
運
ば
れ
て
き

た
遺
体
を
清
め
た
。
一
九
三
四
年
か

ら
三
九
年
に
か
け
て
は
宮
本
百
合
子

の
秘
書
兼
家
政
婦
の
よ
う
な
か
た
ち

で
家
事
、
買
物
の
お
伴
、
口
述
筆
記

な
ど
を
し
た
。
百
合
子
が
検
挙
さ
れ

入
獄
し
た
時
は
、
面
会
や
差
入
れ
に

尽
力
し
て
い
る
。
栄
の
デ
ビ
ュ
ー
作

「
大
根
の
葉
」
（
一
九
三
八
）
は
、

百
合
子
の
紹
介
で
改
造
社
の
『
文
芸
』

に
掲
載
さ
れ
た
。

第
四
回
新
潮
文
芸
賞
（
一
九
四
一
）

第
一
回
児
童
文
学
賞
（
一
九
五
一
）

第
七
回
女
流
文
学
賞
（
一
九
五
五
）

な
ど
を
受
賞
し
、
流
行
作
家
に
な
っ

た
。
一
九
五
六
年
、
土
庄
港
に
『
二

十
四
の
瞳
』
の
主
人
公
・
大
石
先
生

と
十
二
人
の
子
ど
も
た
ち
の
ブ
ロ
ン

ズ
像
「
平
和
の
群
像
」
が
建
立
さ
れ

た
。
栄
は
、
「
建
て
て
く
だ
さ
っ
た

ふ
る
さ
と
の
人
た
ち
の
ご
好
意
に
は

感
謝
し
て
い
ま
す
が
、
題
字
を
書
か

れ
た
鳩
山
一
郎
さ
ん
は
、
再
軍
備
を

め
ざ
す
人
で
す
よ
」
と
、
除
幕
式
に

は
出
席
し
な
い
と
言
っ
て
関
係
者
を

あ
わ
て
さ
せ
た
。
鳩
山
一
郎
は
総
理

大
臣
で
あ
っ
た
。
栄
は
題
字
は
南
原

繁
に
と
望
ん
で
い
た
。

一
九
七
〇
年
、
壺
井
栄
文
学
碑
が

ふ
る
さ
と
坂
手
の
丘
に
建
立
さ
れ
た
。

栄
は
少
女
の
頃
、
こ
の
丘
で
よ
く
遊

ん
だ
。
文
学
碑
建
立
の
発
起
人
に
は
、

南
原
繁
、
円
地
文
子
、
丹
羽
文
雄
、

蔵
原
惟
人
ら
著
名
人
が
名
を
連
ね
た
。

除
幕
式
で
あ
い
さ
つ
し
た
木
下
恵
介

は
、
こ
れ
ま
で
撮
影
し
た
映
画
の
最

高
作
品
が
「
二
十
四
の
瞳
」
だ
っ
た

と
述
べ
た
。
石
碑
に
は
、
栄
が
好
ん

で
色
紙
に
書
い
た
言
葉
が
刻
ま
れ
て

い
る
。

桃
栗
三
年

柿
八
年

柚
子
の
大
馬
鹿

十
八
年

一
九
九
二
年
、
内
海
町
田
浦
の

「
二
十
四
の
瞳
映
画
村
」
の
中
に

「
壺
井
栄
文
学
館
」
が
開
館
し
た
。

壷
井
栄
の
文
学
碑

讃
岐
の
文
学
碑
め
ぐ
り

㉘

小
豆
島
が
生
ん
だ
流
行
作
家

壺

井

栄
（
一
八
九
九
～
一
九
六
七
）

文･

写
真

深
沢

雨
根

平和委員会四国ブロック

学習交流会を開く


